
小
川
未
明

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
諭

|
|
伝
承
説
話
の
影
響
と
創
作
的
付
加
を
め
ぐ
っ
て
|
|

は
じ
め
に

一
九
五
二
(
昭
和
二
七
)
年
、
未
明
七
O
歳
の
時
、
三
越
劇
場
で
「
赤

い
ロ

l
ソ
ク
と
人
魚
」
(
重
森
孝
脚
色
)
が
上
演
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
未

明
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
思
い
出
の
一
端
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な
文
を
書

い
た
。

私
は
、
日
本
海
の
鳴
音
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
伝
承
説
話
や
、
当
時

の
漁
村
と
町
の
生
態
を
参
照
し
て
、
こ
の
物
語
を
構
成
し
ま
し
た
。

(
向
上
鈴
江
「
[
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
]
を
つ
く
っ
た
小
川
未
明

l
父
小
川
未
明
|
」
ゆ
ま
に
書
房
一
八
七
頁
)
(
傍
線
堀
畑
)

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
に
は
、
「
伝
承
説
話
」
の
要
素
と
「
当
時
の
漁

村
」
の
状
況
、
「
町
の
生
態
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
当
時
の
漁
村
」
の

様
子
は
上
笠
一
郎
氏
が
、
「
越
後
高
田
」
(
注
1
)
と
の
類
似
点
を
指
摘

し
て
い
る
。
「
町
の
生
態
」
に
つ
い
て
は
、
菅
忠
道
氏
が
、
捨
て
子
、
過

堀

畑

真
紀
子

酷
な
少
年
労
働
、
人
身
売
買
な
ど
の
当
時
の
児
童
問
題
を
指
摘
す
る
(
注

2
)
。
「
伝
承
説
話
」
に
つ
い
て
は
三
つ
の
論
説
が
あ
る
。
上
笠
一
郎
氏

は
、
潟
町
雁
子
浜
の
人
魚
塚
伝
説
と
の
比
較
か
ら
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

と
の
共
通
点
を
七
点
指
摘
し
た
(
注
3
)
。
小
山
直
嗣
氏
は
中
頚
城
郡
大

潟
町
の
人
魚
塚
の
縁
起
が
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
と

い
う
(
注
4
)
。
こ
の
小
山
氏
の
論
に
対
し
て
は
、
大
森
部
之
助
氏
の
反

論
が
あ
る
(
注
5
)
。
こ
の
よ
う
に
「
伝
承
説
話
」
の
影
響
に
つ
い
て
、

「
潟
町
雁
子
浜
の
人
魚
塚
伝
説
」
、
「
中
頚
城
郡
大
潟
町
の
人
魚
塚
の
縁

起
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
中
に
み
ら

れ
る
伝
承
説
話
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
「
町

の
生
態
」
で
は
、
菅
氏
に
よ
る
捨
て
子
、
過
酷
な
少
年
労
働
、
人
身
売
買

の
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、
香

具
師
の
言
葉
と
金
へ
の
魅
力
に
真
心
を
捨
て
て
、
愚
か
に
も
心
変
わ
り
す

る
老
夫
婦
の
姿
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
貨
幣
経
済
に
蝕
ま
れ
る
「
町
の
生

態
」
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
他
、
西
洋
的
な
要
素
も
指
摘
で
き
る
が
、
今
回

は
、
日
本
の
「
人
魚
塚
伝
説
」
以
外
の
「
伝
承
説
話
」
(
「
小
さ
子
」
話
、
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「
竹
取
物
語
」
、
羽
衣
伝
説
、
昔
話
)
に
し
ぼ
っ
て
論
じ
て
い
く
。

作
品
の
構
成

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
に
は
、
(
ア
)
「
小
さ
子
」
話
、
(
イ
)
『
竹

取
物
語
」
、
(
ウ
)
羽
衣
伝
説
・
昔
話
の
影
響
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
伝
承
説
話
」
の
類
型
を
説
明
し
、
そ
の
後
「
赤
い
蝋
燭
と

人
魚
」
と
の
比
較
に
よ
っ
て
類
似
点
、
相
違
点
を
導
き
出
す
こ
と
に
す
る
。

類
似
点
は
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
が
影
響
を
、
つ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

相
違
点
は
、
未
明
が
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
を
執
筆
す
る
時
、
創
作
的
付

加
を
な
し
た
部
分
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一・

1
(
ア
)
「
小
さ
子
」
話

お
宮
の
石
段
の
下
で
拾
わ
れ
た
人
魚
の
娘
が
、
不
思
議
な
力
を
持
ち
、

周
り
の
人
々
に
幸
福
を
も
た
ら
す
。
こ
の
よ
う
に
異
界
か
ら
人
間
の
世
界

へ
入
っ
て
来
た
「
小
(
ち
い
)
さ
子
」
が
、
異
能
を
発
輝
し
、
人
間
に
幸

福
を
も
た
ら
す
話
は
、
日
本
古
代
の
説
話
か
ら
連
綿
と
語
り
継
が
れ
て
き

た
「
小
さ
子
」
話
の
型
と
一
致
す
る
。

「
小
さ
子
」
話
に
つ
い
て
、
『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
」
(
角
川
書
庖

一
九
八
六
・
一

0

・一

O

五
八
九
頁
)
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

①
異
常
に
小
さ
な
子
供
と
し
て
出
現
す
る
。

②
主
人
公
は
異
常
な
誕
生
を
す
る
。

③
昔
話
で
は
神
に
祈
願
し
て
授
け
ら
れ
た
申
し
子
と
し
て
説
か
れ
る
が
、

そ
の
形
式
で
な
く
て
も
、
中
空
な
容
器
か
ら
の
誕
生
、
水
辺
か
ら
の
出

現
、
水
神
性
を
帯
び
た
小
動
物
の
誕
生
な
ど
、
神
話
に
お
け
る
神
々
の

出
現
に
通
い
あ
い
、
神
聖
な
る
存
在
と
い
う
属
性
を
保
っ
て
い
る
。

④
主
人
公
の
不
思
議
な
成
長
ぶ
り
を
説
く
。

⑤
異
能
を
持
つ
。

⑤
遭
遇
す
る
厄
難
を
克
服
し
た
り
、
難
事
業
を
完
遂
す
る
。

⑦
富
み
を
獲
得
す
る
。

③
良
き
配
偶
者
を
得
て
、
幸
福
な
生
涯
を
送
る
。

こ
の
「
小
さ
子
」
話
の
特
徴
を
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
に
あ
て
は
め
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
×
(
×
印
は
類
似
点
な
し
以
下
同
じ
)

②
O
娘
は
、
海
に
住
む
人
魚
が
生
ん
だ
子
供
で
、
石
段
の
下
に
捨
て
ら
れ

る。

③

O
人
魚
は
水
界
と
か
か
わ
り
を
持
ち
、
「
水
神
人
的
性
格
」
を
持
つ
も

の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
ま
た
、
娘
が
お
宮
の
石
段
の
下
に
捨
て
で

あ
っ
た
こ
と
や
老
夫
婦
が
「
神
様
の
お
授
け
子
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
娘
が
神
聖
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

④
×
 

⑤

O
娘
は
お
爺
さ
ん
の
作
っ
た
蝋
燭
に
、
誰
に
習
っ
た
わ
け
で
も
な
い
が
、

魚
や
員
、
海
草
の
よ
う
な
絵
を
上
手
に
描
い
た
。
そ
の
絵
は
誰
を
も
引
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き
つ
け
る
不
思
議
な
力
を
持
つ
。

⑤
ム
娘
が
描
い
た
絵
の
蝋
燭
を
山
の
お
宮
に
あ
げ
、
そ
の
燃
え
さ
し
を
身

に
付
け
て
海
に
出
る
と
災
難
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。

⑦

O
貧
し
か
っ
た
蝋
燭
屋
は
、
娘
の
描
い
た
絵
の
蝋
燭
に
よ
っ
て
繁
盛
し

た。

③
×
 

以
上
よ
り
、
①
あ
③
は
欠
け
て
い
る
が
、
⑦
あ
あ
⑦
に
は
「
赤
い
蝋
燭

と
人
魚
」
と
「
小
さ
子
」
話
の
類
似
点
が
強
く
認
め
ら
れ
る
。
⑥
は
わ
ず

か
な
が
ら
に
類
似
点
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

は
「
小
さ
子
」
話
の
影
響
を
受
け
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出

来
よ
う
。
「
小
さ
子
」
話
と
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
相
違
点
は
、
〈
①
異
常
に

小
さ
な
子
供
と
し
て
出
現
す
る
〉
〈
④
不
思
議
な
成
長
ぷ
り
〉
〈
③
良
き

配
偶
者
を
得
て
、
幸
福
な
生
涯
を
送
る
〉
の
三
点
で
あ
る
。
未
明
は
、
人

魚
の
娘
を
人
間
の
子
供
の
よ
う
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
り
の
人
々
に

流
さ
れ
て
い
く
消
極
的
な
性
質
を
持
た
せ
る
。
そ
し
て
、
当
然
不
幸
な
娘

と
し
て
描
く
。
こ
こ
が
、
未
明
の
創
作
的
付
加
で
あ
る
。

一・

2
(
イ
)
「
竹
取
物
語
』

「
物
語
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
「
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」

(
阿
部
秋
生
執
筆
)
を
参
照
し
た
。
物
語
に
は
伝
奇
性
と
写
実
性
が
含
ま

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
「
物
語
」
の
基
本
的
性
格
と
し
て
の
「
伝
奇
」

に
重
点
を
お
い
て
捉
え
て
お
く
。
ま
た
「
物
語
」
の
話
題
は
、
「
和
歌
・

恋
愛
・
音
楽
・
仏
法
・
神
事
・
怪
異
等
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
国
家
・
政
治
・

経
済
の
あ
り
方
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
私
生
活
の
中
の
話
題
で

あ
る
。
そ
の
点
で
い
え
ば
、
す
で
に
日
常
の
雑
談
・
世
間
話
の
類
で
あ
る
。

「
物
語
す
る
』
と
は
こ
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
る
」
と
あ
る
。

「
物
語
」
に
は
「
物
語
の
場
」
(
注
6
)
が
存
在
し
、
「
物
語
の
場
」

に
は
素
材
、
聞
き
手
、
語
り
手
が
存
在
す
る
。
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
を

文
章
表
現
か
ら
み
る
と
、
「
物
語
の
場
」
が
見
え
て
く
る
。
「
青
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
「
物
凄
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
「
こ
の
箱
を
娘
が
見
た
ら
、
ど

ん
な
に
魂
消
げ
た
で
あ
り
ま
せ
う
」
の
表
現
は
、
聞
き
手
を
想
定
し
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
物
語
の
出
で
来
は
じ
め
の
祖
」
(
「
源
氏
物
語
」
)
と
呼
ば
れ
る

『
竹
取
物
語
』
は
、
「
古
代
的
な
伝
承
性
の
地
盤
の
上
に
、
か
な
り
無
造

作
に
現
実
性
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
」
(
注
7
)
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

「
古
代
伝
承
性
」
と
は
、
「
竹
取
物
語
」
で
は
、
「
天
人
女
房
諒
」

「
求
婚
諌
」
な
ど
で
あ
る
。
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
も
「
人
魚
塚
伝
説
」

の
よ
う
な
伝
承
説
話
の
地
盤
の
上
に
、
当
時
の
「
漁
村
と
町
の
生
態
」
を

重
ね
て
い
る
。

ま
た
、
高
橋
亨
氏
は
「
前
期
物
語
の
話
型
」
(
「
日
本
文
学
」
一
九
八

六
・
五
)
で
「
竹
取
物
語
は
羽
衣
型
(
白
鳥
処
女
型
)
を
外
枠
と
し
た
異

郷
諦
の
基
本
構
造
」
を
持
っ
て
い
る
と
し
、
次
の
よ
う
な
図
で
説
明
す

る。
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a 

異
郷
を
訪
れ
た
男
(
浦
島
太
郎
)

と
次こ
のの 異
よ 「郷
う竹 の
に取 女

2Z a 異郷子安

i ↓〆~--J------; 
造
を

赤

蝋一一一 、 品

燭
と
人
偽

あ
て

め
る

b 

人
魚
の
娘

さ
ら
に
、
『
竹
取
物
語
』
型
で
は
「
現
世
」
の
部
分
が
「
自
由
区
域
」

(注
8
)
と
呼
ば
れ
、
創
作
者
の
創
意
が
発
揮
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
よ
う

に
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
も
又
、
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
物
語
の
構
造
に
お
い
て
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
と
「
竹

取
物
語
』
で
は
大
変
似
て
い
る
こ
と
よ
り
、
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
も

a 

現世

b 

「
物
語
」
の
類
型
で
あ
る
と
言
え
る
。

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
と
「
竹
取
物
語
』
と
を
内
容
か
ら
比
較
す
る
と
、

類
似
点
、
相
違
点
、
創
作
的
付
加
が
指
摘
で
き
る
。

【
類
似
点
】

1
、
養
育
者
が
、
貧
し
い
、
子
供
の
い
な
い
善
良
な
老
夫
婦
で
あ
る
こ
と

2
、
「
小
さ
子
」
話
を
骨
子
と
し
て
い
る
こ
と

3
、
異
能
に
よ
っ
て
難
問
が
生
じ
る
こ
と

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
、
庖
が
繁
盛
す
る
事
に
よ
っ
て
老
夫
婦

が
変
心
す
る
。
『
竹
取
物
語
」
で
は
、
か
ぐ
や
姫
の
美
し
さ
に
惹
か
れ

て
貴
公
子
、
帝
が
求
婚
を
す
る
。

4
、
月
光
の
美
を
描
い
て
い
る
こ
と

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
人
魚
が
陸
に
出
て
く
る
の
は
、
月
の
明

る
い
晩
で
あ
る
。
ま
た
、
人
魚
の
娘
は
疲
れ
悲
し
ん
で
い
る
時
、
月
を

眺
め
、
香
具
師
に
売
ら
れ
て
行
く
時
も
、
月
の
明
る
い
晩
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
人
魚
の
母
親
、
娘
が
描
か
れ
る
場
面
は
、
月
の
美
が
描

か
れ
る
。
「
竹
取
物
語
』
で
は
「
土
俗
世
界
の
暗
い
不
安
を
照
ら
す
禁

忌
の
月
で
は
な
く
、
透
徹
し
た
清
浄
玲
瑞
世
界
の
象
徴
と
し
て
の
月
が
、

「
竹
取
物
語
」
の
月
」
(
注
9
)
で
あ
る
。

5
、
異
郷
と
の
断
絶
で
あ
る
こ
と

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
、
人
間
の
世
界
で
裏
切
ら
れ
た
人
魚
は

海
の
世
界
に
帰
っ
て
い
く
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
『
竹
取
物
語
」

で
は
、
か
ぐ
や
姫
の
結
婚
拒
否
、
「
不
死
の
薬
」
(
注
目
)
、
「
天
の
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羽
衣
」

(
注
日
)
が
人
間
世
界
と
月
の
世
界
の
断
絶
を
暗
示
し
て
い
る
。

【
相
違
点
と
創
作
的
付
加
】

「
相
違
点
」
に
は
未
明
の
創
作
的
付
加
が
含
ま
れ
て
く
る
。
こ
こ
で
は

ま
ず
、
「
相
違
点
」
を
指
摘
し
、
そ
の
後
、
未
明
の
創
作
的
付
加
を
説
明

す
る
。

①
主
人
公
の
姿

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
人
魚
の
姿
で
あ
る
が
、
「
竹
取
物
語
』
で

は
人
間
の
姿
で
あ
る
。
創
作
的
付
加
と
し
て
は
、
「
人
魚
」
の
イ
メ
ー
ジ

の
変
化
が
あ
る
。
胴
か
ら
上
は
人
間
の
姿
、
胴
か
ら
下
は
魚
の
形
と
い
う

「
人
魚
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
大
森
郁
之
助
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
「
民
間
の

伝
承
の
内
部
に
育
っ
て
き
た
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
」
(
注
ロ
)
。
「
赤

い
蝋
燭
と
人
魚
」
に
お
け
る
「
人
魚
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
近
代
文
学
か
ら

得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
以
前
に
は
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
「
人
魚
姫
」
(
一
八
三
七
)
、
谷
崎
潤
一
郎
「
人
魚
の
嘆
き
』
(
一
九

二
ハ
)
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
魚
像
が
影
響
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

②
主
人
公
の
成
長

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
、
人
魚
の
娘
が
生
ま
れ
た
時
の
体
長
や
そ

の
後
の
成
長
は
、
人
間
と
同
じ
で
あ
る
。
「
竹
取
物
語
』
で
は
、
誕
生
時

は
小
さ
な
赤
ん
坊
で
あ
っ
た
が
、
三
ヶ
月
ほ
ど
で
一
人
前
の
大
き
き
に

な
っ
た
。

未
明
は
、
人
魚
の
娘
の
成
長
を
人
間
の
子
供
の
よ
う
に
描
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
娘
の
性
格
に
未
明
自
身
の
児
童
観
を
反
映
さ
せ
て
い
る
。
そ
の

児
童
観
と
は
、
ア
〈
子
供
は
良
心
、
正
義
感
を
も
っ
て
い
る
〉
イ
〈
子

供
は
純
真
な
感
情
を
持
っ
て
い
る
〉
ウ
〈
子
供
は
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
あ

る
〉
の
三
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
未
明
独
特
と
い
う
よ
り
も
、
「
赤
い
烏
』

時
代
に
共
通
す
る
児
童
観
で
あ
る
。

③
異
郷
の
相
違

『
竹
取
物
語
」
で
は
、
異
郷
は
月
の
世
界
(
天
上
界
)
で
、
人
間
の
憧

れ
を
象
徴
す
る
世
界
(
美
し
く
、
老
い
ず
、
憂
い
の
な
い
世
界
)
で
あ
る
。

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
異
郷
は
海
の
世
界
で
あ
る
。
そ
こ
は
冷
た
い
、

暗
い
、
気
の
滅
入
り
そ
う
な
、
住
み
に
く
い
世
界
で
あ
っ
た
。
現
世
は
人

間
の
世
界
で
、
人
魚
に
と
っ
て
理
想
と
す
る
世
界
で
あ
る
。
そ
の
世
界
は
、

人
魚
の
母
親
の
主
観
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

創
作
的
付
加
と
し
て
未
明
は
、
母
親
が
な
ぜ
子
供
を
手
放
す
か
と
い
う

理
由
を
述
べ
る
。
そ
こ
に
は
母
親
の
子
供
に
対
す
る
思
い
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
思
い
は
、
未
明
の
「
母
性
こ
そ
自
分
の
身
を
空
し
く
し
て
自
己
の
犠

牲
を
厭
は
ず
、
そ
の
子
供
の
た
め
に
蟻
烈
の
愛
に
殉
じ
よ
う
と
す
る
も

の
」
(
注
目
)
と
い
う
主
張
、
つ
ま
り
、
人
魚
の
母
親
の
行
為
は
美
し
い

人
間
性
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
人
魚
に
と
っ
て

理
想
の
世
界
が
人
聞
の
世
界
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
未
明
の
願
い
、
つ

ま
り
、
人
間
の
世
界
は
理
想
的
な
世
界
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

暗
示
さ
れ
て
い
る
。

④
主
人
公
が
老
夫
婦
の
家
を
去
っ
た
後
の
相
違

『
竹
取
物
語
』
で
は
、
か
ぐ
や
姫
は
地
上
界
に
思
い
を
寄
せ
つ
つ
、
天

上
界
へ
帰
る
。
そ
の
後
、
地
上
界
で
は
、
か
ぐ
や
姫
の
こ
と
を
思
い
、
悲
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し
む
。
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
、
人
間
に
裏
切
ら
れ
た
人
魚
は
海
の

世
界
に
帰
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
「
あ
ら
し
」
に
よ
っ

て
町
は
亡
び
る
。
こ
れ
は
『
竹
取
物
語
」
に
は
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
人
魚
塚
伝
説
」
に
は
「
あ
ら
し
」
が
あ
る
が
、
町
は
亡
び
る
ま
で
に

は
い
か
な
い
。
「
町
が
亡
ぶ
」
結
末
は
未
明
の
創
作
的
付
加
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
「
人
魚
塚
伝
説
」
を
受
け
な
が
ら
も
、
日
本
の
怨
霊
思
想
(
注

M
)
を
加
え
る
こ
と
で
、
人
魚
の
母
親
の
怒
り
、
悲
し
み
を
強
調
し
た
の

で
あ
る
。

以
上
、
「
竹
取
物
語
』
と
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
比
較
か
ら
、
類
似

点
、
相
違
点
、
そ
し
て
創
作
的
付
加
を
述
べ
た
。
先
に
、
構
成
の
面
か
ら

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
は
『
竹
取
物
語
』
と
似
て
い
て
、
「
物
証
巴
の
類

型
を
持
つ
こ
と
を
述
べ
た
が
、
類
似
点
か
ら
も
そ
の
点
は
読
み
と
れ
よ
う
。

相
違
点
か
ら
は
、
未
明
の
創
作
的
付
加
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一・

3
(ウ
)
羽
衣
伝
説
・
昔
話

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
羽
衣
伝
説
は
、
「
丹
後
国
風
土
記
逸
文
」
羽
衣
伝

説
(
注
目
)
で
、
『
竹
取
物
語
』
に
影
響
を
与
え
た
も
の
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
る
。
比
治
の
山
の
頂
き
に
真
奈
井
と
い
う
泉
が
あ
っ
た
。
こ
の
泉
に

天
女
が
人
人
舞
い
降
り
て
き
て
、
水
浴
び
を
し
て
い
た
。
老
夫
婦
が
こ
の

泉
に
来
て
、
天
女
の
一
人
の
上
着
と
裳
を
隠
し
た
。
老
夫
婦
は
、
そ
の
天

女
に
自
分
遠
の
子
供
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
む
。
天
女
は
、
自
分
一

人
が
人
間
の
世
界
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
老
夫
婦
に
従
わ
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
言
う
が
、
上
着
と
裳
は
返
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼

む
。
し
か
し
、
老
夫
は
騎
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
言
っ
て
、
上
着

と
裳
を
返
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
天
女
は
、
天
人
の
志
は
誠
を
根
本
と
し

て
い
る
、
老
夫
こ
そ
疑
い
の
心
を
持
っ
て
い
る
と
非
難
す
る
。
そ
こ
で
老

夫
は
天
女
に
上
着
と
裳
を
返
す
。
天
女
は
、
老
夫
婦
の
家
で
十
余
年
暮
ら

す
。
そ
の
問
、
天
女
は
万
病
に
効
く
酒
を
造
り
、
老
夫
婦
の
家
を
豊
か
に

す
る
。
そ
の
後
、
老
夫
婦
は
天
女
が
自
分
遠
の
子
供
で
な
く
、
し
ぱ
し
の

間
借
り
て
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も
う
出
て
行
く
よ
う
に
と
い
う
。

天
女
は
悲
し
み
泣
く
。
そ
し
て
、
老
夫
婦
に
自
分
の
意
志
で
こ
こ
に
来
た

の
で
は
な
く
、
あ
な
た
方
が
望
み
願
っ
た
か
ら
こ
こ
に
住
ん
だ
の
に
、
ど

う
し
て
捨
て
ら
れ
る
の
か
と
訴
え
る
。
だ
が
、
老
夫
は
怒
っ
て
、
天
女
を

追
い
だ
す
。
天
女
は
、
長
い
間
人
間
の
世
界
に
居
た
の
で
、
天
に
帰
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
嘆
く
。
天
女
は
悲
し
み
、
嘆
き
な
が
ら
各
地
を
さ
ま
よ

い
歩
き
、
奈
具
の
村
に
落
ち
着
く
。
こ
の
天
女
が
、
竹
野
の
郡
の
奈
具
の

ト

河

ウ

カ

メ

社
に
鎮
座
し
て
お
ら
れ
る
豊
宇
加
能
売
の
命
で
あ
る
。

昔
話
は
、
熊
本
県
玉
名
郡
春
宮
村
の
「
竜
宮
童
子
」
で
あ
る
。
昔
、
肥

後
の
国
の
真
弓
と
い
う
山
奥
に
、
一
人
の
爺
が
い
た
。
山
に
入
っ
て
薪
を

伐
り
、
そ
れ
を
町
で
売
っ
て
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
あ
る
日
、
薪
が
売
れ

な
か
っ
た
た
め
に
、
町
の
真
ん
中
を
流
れ
て
い
る
川
に
、
そ
の
薪
を
投
げ

込
み
、
竜
神
様
に
拝
ん
で
帰
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
時
、
美
し
い
女
が
爺
を

呼
び
止
め
る
。
女
は
竜
神
様
の
使
い
で
、
爺
が
正
直
で
勤
勉
で
あ
る
こ
と
、

今
日
も
薪
を
持
っ
て
き
て
竜
神
様
に
さ
し
あ
げ
た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
お

い
で
に
な
る
こ
と
を
伝
え
、
そ
の
褒
美
に
、
は
な
た
れ
小
僧
様
を
預
け
る
。

は
な
た
れ
小
僧
様
は
な
ん
で
も
願
い
を
聞
い
て
く
れ
る
が
、
そ
の
か
わ
り
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に
海
老
の
な
ま
す
を
こ
し
ら
え
て
お
供
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
家
に

帰
っ
た
爺
は
、
早
速
は
な
た
れ
小
僧
様
に
、
家
や
米
、
金
、
道
具
な
ど
を

出
し
て
も
ら
う
。
わ
ず
か
一
か
月
程
で
、
爺
は
大
金
持
ち
に
な
っ
た
。
今

の
爺
の
仕
事
は
、
毎
日
町
に
出
て
行
っ
て
、
な
ま
す
に
す
る
海
老
を
買
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
月
日
が
経
つ
う
ち
、
そ
の
仕
事
が
面
倒
に
な

り
、
爺
は
、
は
な
た
れ
小
僧
様
を
神
棚
か
ら
降
ろ
し
、
は
な
た
れ
小
僧
様
、

も
う
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
竜
宮
へ
お
時
り
く
だ
さ
い
と

言
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
は
な
た
れ
小
僧
様
は
外
へ
出
て
行
き
、
鼻
を

す
す
る
音
を
さ
せ
た
。
そ
う
す
る
と
徐
々
に
、
家
や
倉
な
ど
が
消
え
て
な

く
な
り
、
あ
と
に
は
あ
ば
ら
屋
ば
か
り
が
残
っ
た
。
爺
は
、
は
な
た
れ
小

僧
様
を
娘
し
た
が
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
と
羽
衣
伝
説
・
竜
宮
童
子
と
を
比
較
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

【
類
似
点
】

1
、
家
を
追
い
出
さ
れ
る
主
人
公

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
人
魚
は
純
粋
な
心
を
持
つ
が
、
老
夫
婦
の
変

心
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
た
だ
悲
し
む
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
羽
衣
伝
説
で
は
、
天
女
が
万
病
に
効
く
酒
を
造
っ
て
老
夫
婦
の
家
を

豊
か
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
、
老
夫
婦
は
、
天
女
が
自
分
遠
の

子
ど
も
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
家
か
ら
追
い
出
す
。
こ
の
老
夫
婦
の
変

心
を
天
女
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
悲
し
み
泣
い
て
、
家
を
立
ち
去

る
。
「
竜
宮
童
子
」
で
も
、
は
な
た
れ
小
僧
様
は
何
も
言
わ
ず
に
出
て
い

J
t

、。2、
変
心
す
る
前
の
養
育
者
の
性
質

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
、
変
心
す
る
前
の
老
夫
婦
は
、
正
直
で
勤

勉
、
善
良
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
竜
宮
童
子
」
で
も
同
様
で
あ
る
。
羽
衣
伝

説
で
は
、
天
女
が
人
間
界
に
残
る
き
っ
か
け
は
、
老
夫
婦
が
羽
衣
と
裳
を

隠
し
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
天
女
が
不
思
議
な
酒
で
老
夫

婦
の
家
を
豊
か
に
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
老
夫
婦
も
は
じ
め
は
悪
い

性
格
で
は
な
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
変
心
す
る
前
の
老
夫

婦
の
性
質
に
注
目
す
る
と
、
「
善
良
で
正
直
も
の
」
と
い
う
特
徴
が
窺
わ

れ
、
こ
の
「
善
良
・
正
直
」
と
い
う
性
格
は
、
昔
話
の
普
の
理
想
像
で
あ

る
正
直
爺
さ
ん
(
ま
た
う
ど
)
と
同
じ
で
あ
る
(
注
時
)
。
そ
し
て
「
ま

た
う
ど
」
に
は
神
が
宿
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
変
心
前
の
「
赤
い
蝋
燭
と

人
魚
」
の
老
夫
婦
の
性
質
は
、
こ
の
「
昔
話
」
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

3
、
養
育
者
の
変
心

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
、
老
夫
婦
は
庖
の
繁
盛
に
よ
っ
て
金
欲
を

も
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、
「
神
様
か
ら
の
授
か
り
も
の
」
と

し
て
大
切
に
育
て
て
い
た
人
魚
さ
え
も
売
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
老
夫
婦
が
変
心
す
る
。
羽
衣
伝
説
で
は
、
老

夫
婦
は
泉
に
水
浴
び
に
来
て
い
た
天
女
の
一
人
に
自
分
達
の
子
ど
も
に

な
っ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
む
。
天
女
は
老
夫
婦
と
十
余
年
暮
ら
す
。
そ
の

問
、
天
女
は
万
病
に
効
く
酒
を
造
り
、
老
夫
婦
の
家
を
豊
か
に
す
る
。
し

か
し
そ
の
後
、
老
夫
婦
は
天
女
を
家
か
ら
追
い
出
す
。
「
竜
宮
童
子
」
で
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も
爺
は
、
は
な
た
れ
小
僧
様
に
富
を
与
え
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海

老
の
な
ま
す
を
こ
し
ら
え
て
お
供
え
す
る
の
が
面
倒
に
な
り
、
竜
宮
に
帰

る
よ
う
に
言
う
。

い
ぬ
い
と
み
こ
氏
が
、
老
夫
婦
が
「
じ
つ
に
つ
ご
う
よ
く
、
さ
っ
き
は

神
罰
を
お
そ
れ
て
い
た
か
と
思
う
と
、
つ
ぎ
に
は
大
金
の
魅
力
に
ま
け
て

神
罰
の
こ
と
は
忘
れ
、
さ
ら
に
ま
た
、
あ
ら
し
が
お
こ
る
と
、
さ
っ
そ
く

神
罰
の
お
そ
ろ
し
さ
を
思
い
出
し
て
ろ
う
そ
く
屋
を
や
め
る
、
と
い
う
よ

う
な
不
安
定
な
人
間
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
」
(
注
げ
)
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
「
竜
宮
童
子
」
、
川
越
地
方
の
「
猿
地
蔵
」
、
加
賀
江
招
郡
の

「
鼠
の
浄
土
」
な
ど
は
昔
話
の
普
の
理
想
像
で
あ
る
正
直
爺
さ
ん
が
、
無

慈
悲
で
欲
張
り
な
樫
食
爺
さ
ん
へ
変
心
す
る
。
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の

善
良
、
正
直
な
老
夫
婦
が
、
無
慈
悲
で
欲
張
り
に
変
心
す
る
の
は
、
こ
の

昔
話
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
相
違
点
と
創
作
的
付
加
】

①
養
育
者
の
変
心
後
。

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
、
人
魚
の
娘
が
香
具
師
に
連
れ
て
行
か
れ

た
そ
の
晩
、
あ
ら
し
が
お
こ
り
、
老
夫
婦
は
「
神
様
の
罰
が
あ
た
っ
た
」

と
言
っ
て
、
蝋
燭
屋
を
や
め
る
。
し
か
し
、
あ
ら
し
は
そ
の
後
も
続
き
、

幾
年
も
経
た
ず
し
て
そ
の
町
は
な
く
な
る
。
「
竜
宮
童
子
」
で
は
、
爺
の

変
心
後
、
今
ま
で
の
富
は
消
え
る
。
羽
衣
伝
説
で
は
、
老
夫
婦
の
そ
の
後

の
記
述
は
な
い
。

昔
話
で
は
、
「
ま
た
う
ど
」
が
「
憧
食
爺
」
に
変
心
し
た
時
、
神
の
子

は
去
り
、
今
ま
で
の
幸
福
に
ひ
び
が
は
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
、
そ
れ
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。
変
心
し
た
老

夫
婦
は
人
魚
を
売
り
、
そ
の
結
果
、
「
あ
ら
し
」
に
よ
る
町
の
亡
ぴ
と
い

う
大
鉄
槌
が
下
さ
れ
る
。
こ
こ
が
未
明
の
創
作
的
付
加
で
あ
る
。
こ
の

「
あ
ら
し
」
に
よ
る
町
の
亡
び
は
、
「
小
さ
子
」
話
・
「
竹
取
物
語
」

羽
衣
伝
説
・
昔
話
の
い
ず
れ
に
も
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
白

以
上
、
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
と
「
小
さ
子
」
話
・
「
竹
取
物
語
」

羽
衣
伝
説
・
昔
話
を
比
較
し
、
物
語
の
構
成
、
類
似
点
、
相
違
点
、
創
作

的
付
加
を
見
て
き
た
。
「
小
さ
子
」
話
の
類
似
点
か
ら
は
、
「
赤
い
蝋
燭

と
人
魚
」
が
「
小
さ
子
」
話
の
影
響
を
受
け
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
相
違
点
か
ら
は
、
人
魚
の
娘
が
消
極
的
な
人
物
、
不
幸
な

人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
が
未
明
の
創
作
的

付
加
で
あ
る
。
『
竹
取
物
語
』
の
構
成
と
内
容
の
類
似
点
か
ら
は
、
「
赤

い
蝋
燭
と
人
魚
」
が
「
物
語
」
の
類
型
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
相
違

点
か
ら
は
、
人
魚
像
が
近
代
文
学
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

子
ど
も
の
為
に
は
自
己
犠
牲
を
厭
わ
な
い
母
親
像
を
描
い
た
こ
と
、
人
魚

の
娘
に
「
赤
い
鳥
」
時
代
の
児
童
観
を
反
映
さ
せ
た
こ
と
、
「
あ
ら
し
」

に
よ
る
町
の
亡
び
が
、
日
本
の
怨
霊
思
想
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
未
明
の
創
作
的
付
加
が
窺
わ
れ
る
。
羽
衣
伝
説
・
昔

話
の
類
似
点
か
ら
は
、
「
ま
た
う
ど
」
の
性
質
と
養
育
者
の
「
変
心
」
が

読
み
と
れ
た
。
相
違
点
か
ら
は
、
「
あ
ら
し
」
に
よ
る
町
の
亡
び
が
未
明

の
創
作
的
付
加
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
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上
で
、

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
問
題
点
を
検
討
す
る
。

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
に
お
け
る

「
あ
ら
し
に
よ
る
町
の
亡
び
」
の
解
釈
に
つ
い
て

ニ・

1

「
あ
ら
し
」
の
場
面
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
解
釈

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
結
末
に
「
あ
ら
し
に
よ
り
町
が
亡
ぶ
」
場
面

が
あ
る
。
こ
の
場
面
の
解
釈
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
論
考
が
重
ね

ら
れ
て
き
た
。

古
田
足
日
氏
は
、
「
あ
ら
し
」
は
未
明
の
心
中
の
解
決
で
あ
っ
て
、
外

部
世
界
の
矛
盾
の
解
決
で
は
な
い
、
と
指
摘
す
る
(
注
四
)
。
こ
の
指
摘

に
対
し
て
、
菅
忠
道
氏
は
「
社
会
不
正
(
注
目
)
に
つ
い
て
の
作
者
の
い

き
ど
お
り
」
が
、
象
徴
的
な
力
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
解

決
方
法
は
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
強
い
思
想
的
影
響
下
に
あ
っ
た
時
代
」
の

産
物
(
注
初
)
で
あ
る
と
し
、
「
あ
ら
し
」
に
よ
る
解
決
を
弁
護
す
る

(
注
幻
)
。
高
橋
美
代
子
氏
は
、
菅
氏
の
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
と
い
う
観

点
を
継
承
し
、
最
後
の
、
町
が
亡
び
る
場
面
を
「
残
忍
の
限
り
を
尽
く
し

た
あ
と
に
は
、
本
当
の
人
間
性
つ
ま
り
愛
が
生
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

未
明
の
悪
の
凝
視
で
あ
る
。
そ
し
て
金
欲
、
金
力
に
か
か
わ
ら
ず
、
漠
然

と
し
た
形
で
人
間
世
界
へ
の
怒
り
を
象
徴
し
て
い
る
」
(
注
幻
)
と
解
釈

す
る
。
鳥
越
氏
は
、
「
未
明
童
話
に
は
、
た
し
か
に
町
を
も
滅
ぼ
す
ほ
ど

の
強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
は
み
と
め
ら
れ
で
も
、
そ
の
子
ネ
ル
ギ
l

は
常
に
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
の
み
働
い
て
、
決
し
て
プ
ラ
ス
の
方
向
へ
は

働
か
な
い
の
で
あ
る
」
「
残
る
の
は
、
強
烈
な
・
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ
の
み

で
あ
る
」
(
注
お
)
と
い
う
。
そ
し
て
、
未
明
童
話
を
「
ア
ダ
ル
ト
・
メ

ル
ヘ
ン
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
上
隼
一
郎
氏
は
、
古
田
氏
の
「
あ
ら
し

は
、
外
部
世
界
の
問
題
解
決
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
説
は
受
け
入
れ
る

が
、
鳥
越
氏
の
「
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
ス
ト
ー
リ
イ
」
と
い
う
主
張
に
対
し
て

は
反
論
し
、
そ
こ
に
は
「
未
明
が
噴
出
さ
せ
た
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
が
存
在
す
る
と
考
え
る
(
注
M
)
。

こ
れ
ら
の
諸
氏
の
論
に
対
し
て
私
見
を
加
え
る
。
古
田
氏
は
、
人
間
と

人
魚
の
関
係
は
、
背
後
に
色
々
な
関
係
を
含
ん
だ
象
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
象
徴
的
な
関
係
に
含
ま
れ
た
諸
問
題
の
解
決
に
「
あ
ら
し
」
を
持
っ

て
き
で
は
何
も
解
決
さ
れ
な
い
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
に
は
視

点
の
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る
と
思
う
。
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
を
「
物

語
」
・
「
昔
話
」
の
視
点
か
ら
評
価
す
る
と
、
未
明
が
つ
け
た
「
あ
ら
し

に
よ
る
町
の
亡
び
」
と
い
う
結
末
に
は
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。
菅
氏
や

高
橋
氏
の
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
と
い
う
視
点
は
、
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

を
書
い
た
当
時
の
未
明
の
思
想
を
考
慮
す
る
と
無
視
出
来
な
い
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
、
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
と
い
う
解
釈
は
、
飛
躍
し
た
解
釈
で

あ
り
、
説
明
を
排
除
し
た
結
論
で
あ
ろ
う
。
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
結

末
に
は
も
っ
と
適
切
な
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
鳥
越
氏
の
「
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ

な
結
末
」
と
い
う
指
摘
に
は
首
肯
で
き
る
。
し
か
し
、
未
明
童
話
を
「
ア

ダ
ル
ト
・
メ
ル
ヘ
ン
」
と
す
る
主
張
に
は
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は

「
物
語
」
・
「
昔
話
」
と
い
う
観
点
で
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
上
氏

の
「
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
と
同
類
の
も
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の
で
、
説
明
を
排
除
し
た
解
釈
で
あ
る
。

ニ・
2
「
あ
ら
し
に
よ
る
町
の
亡
び
」
に
含
ま
れ
る
怨
霊
思
想

こ
の
作
品
は
、
「
小
さ
子
」
話
、
「
竹
取
物
語
」
、
羽
衣
伝
説
、
昔
話

を
踏
ま
え
て
出
来
た
作
品
で
あ
る
。
未
明
は
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
て
、

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
を
書
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
伝
承
説
話
の
類

に
は
「
あ
ら
し
に
よ
る
町
の
亡
び
」
と
い
う
結
末
は
存
在
し
な
い
。
未
明

は
、
そ
れ
ら
の
伝
承
説
話
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
新
し

い
結
末
を
創
作
し
た
。
そ
れ
が
未
明
の
「
創
作
的
付
加
」
で
あ
る
。
以
下
、

未
明
が
「
創
作
的
付
加
」
を
な
し
た
「
結
末
」
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

わ
が
子
が
香
具
師
に
売
ら
れ
た
事
を
知
っ
た
時
、
人
魚
の
母
親
の
怒
り

と
悲
し
み
は
深
か
っ
た
。
大
切
な
わ
が
子
、
人
々
に
幸
福
を
も
た
ら
し
た

わ
が
子
を
、
老
夫
婦
は
獣
と
し
て
売
っ
た
。
そ
し
て
、
人
々
は
そ
の
こ
と

を
非
難
し
な
か
っ
た
。
「
自
己
の
犠
牲
を
厭
は
ず
、
そ
の
子
供
の
た
め
に

蟻
烈
の
愛
に
殉
じ
よ
う
」
(
注
お
)
と
し
た
人
魚
の
母
親
の
怒
り
と
悲
し

み
は
計
り
し
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
人
魚
が
売
買
さ
れ
た
後
、
赤
い
蝋

燭
が
お
宮
に
と
も
っ
た
晩
は
大
暴
風
間
に
な
る
。
老
夫
婦
は
「
神
様
の
罰

が
首
っ
た
の
だ
」
と
い
っ
て
、
蝋
燭
屋
を
や
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も

お
宮
に
上
が
る
赤
い
蝋
燭
は
人
々
に
災
難
を
も
た
ら
し
た
。
人
々
か
ら
有

り
難
い
神
様
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
お
宮
の
神
様
は
、
今
で
は
町
の
鬼
門
と

な
り
、
人
々
は
そ
の
お
宮
の
神
様
を
怨
ん
だ
。
人
間
を
信
頼
し
、
た
だ
ひ

た
す
ら
子
ど
も
の
幸
福
を
願
い
、
わ
が
子
を
手
放
し
た
母
親
の
思
い
と
、

人
々
と
町
の
安
寧
を
保
ち
続
け
て
き
た
神
の
加
護
は
、
最
後
ま
で
裏
切
ら

れ
続
け
る
。

「
あ
ら
し
」
は
、
人
々
の
裏
切
り
に
対
す
る
神
の
怒
り
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
に
は
、
日
本
の
怨
霊
思
想
が
窺
わ
れ
る
。
「
崇
り
」
現
象
と
は
、
「
特

定
の
人
間
の
執
念
や
怨
念
が
凝
り
か
た
ま
っ
て
呪
祖
霊
と
な
り
、
そ
れ
に

感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
異
常
現
象
が
発
生
す
る
」
(
注
お
)
も
の
で
あ

る
。
「
神
道
に
詞
ふ
崇
は
神
の
永
遠
の
慮
間
な
ら
ず
し
て
改
俊
悔
悟
の
行

為
を
橡
想
し
た
る
も
の
即
ち
懲
悪
的
意
味
を
有
す
る
神
間
と
し
て
解
せ
ら

れ
た
る
も
の
、
知
し
」
(
注
幻
)
。
よ
っ
て
、
崇
り
霊
は
祭
礼
や
祈
祷
に

よ
っ
て
鎮
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
崇
り
」
は
、
現
在
の
日
本
で
も
根
強
く

残
っ
て
い
る
(
注
犯
)
。
人
魚
は
神
の
子
で
あ
る
「
小
さ
子
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
「
小
さ
子
」
を
売
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
老
夫
婦
は
、
自
分
逮
が
人

魚
の
娘
に
し
た
行
為
を
反
省
す
る
こ
と
な
く
、
「
神
様
の
罰
が
当
た
っ

た
」
と
言
っ
て
蝋
燭
屋
を
や
め
る
。
神
様
の
罰
が
怖
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
町
の
人
々
が
人
魚
の
売
買
に
何
も
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
町
で
は
子
ど
も
の
売
買
が
容
認
さ
れ
る
風
潮
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
人
々
は
、
不
幸
を
も
た
ら
す
お
宮
の
神
様
を
怨
み
続
け
る
。
こ
の
よ

う
に
自
分
逮
の
行
為
を
反
省
し
な
い
老
夫
婦
や
町
の
人
々
に
、
「
改
懐
悔

悟
の
行
為
を
漁
想
」
し
て
、
人
魚
の
母
親
の
怨
み
が
「
崇
り
」
と
な
り
、

間
を
下
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
注
鈎
)
。

続
橋
達
雄
氏
は
「
未
明
童
話
の
研
究
』
(
明
治
書
院
一
九
七
七
・
一
・

二
O
)
で
、
〈
私
(
未
明
1

私
注
)
の
守
袋
の
中
に
は
星
除
や
、
加
持
、

祈
祷
の
札
が
沢
山
入
っ
て
ゐ
た
〉
こ
と
、
未
明
が
欄
繍
持
ち
の
た
め
に
母
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が
〈
米
山
の
薬
師
へ
連
れ
て
行
っ
て
、
お
加
持
を
し
て
貰
っ
た
〉
こ
と
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
習
俗
に
ひ
そ
む
信
仰
を
未
明
が
受
容
し
た
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
も
、
こ
れ
は
か
れ
の
生
命
感
情
や
霊
魂
観
に
深
い
影
を
落
と

し
て
い
く
。
後
に
神
秘
的
な
も
の
象
徴
的
な
も
の
に
魅
せ
ら
れ
、
死

を
介
在
さ
せ
て
神
秘
的
世
界
へ
の
あ
こ
が
れ
や
怖
れ
を
語
り
つ
づ
け

た
こ
と
な
ど
、
そ
の
現
れ
と
い
え
よ
う
。
古
い
習
俗
の
底
に
ひ
そ
む

霊
魂
観
・
生
命
観
が
未
明
ら
し
い
衣
装
を
ま
と
っ
て
そ
の
文
学
に
よ

み
が
え
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
(
一
人
頁
)

「
習
俗
に
ひ
そ
む
信
仰
」
の
一
つ
に
、
怨
霊
思
想
富
市
り
)
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
未
明
の
作
品
に
は
、
こ
の
思
想
を
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

以
外
に
、
「
黒
い
旗
物
語
」
(
一
九
一
五
)
、
「
牛
女
」
(
一
九
一
九
)
、

「
黒
い
人
と
赤
い
そ
り
」
(
一
九
二
二
)
な
ど
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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3

怨
霊
思
想
に
よ
る
解
釈

「
あ
ら
し
に
よ
る
町
の
亡
び
」
に
つ
い
て
、
鳥
越
氏
は
「
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ

な
結
末
」
で
あ
る
と
主
張
し
、
管
忠
道
氏
、
高
橋
美
代
子
氏
、
上
箆
一
郎

氏
等
は
、
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
な
結
末
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
ら
に

対
し
て
、
私
は
、
こ
の
結
末
は
日
本
古
来
か
ら
の
怨
霊
思
想
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
古
田
足
日
氏
は
「
「
あ

ら
し
』
は
、
象
徴
的
な
諸
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
し

か
し
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
、
作
者
未
明
の
心
情
は
、
信
じ
て
い
た
人
間

に
最
愛
の
娘
を
売
ら
れ
た
人
魚
の
母
親
の
悲
し
み
、
憤
り
に
焦
点
が
移
っ

て
い
る
。

未
明
は
「
思
い
出
の
一
端
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ひ
っ
き
ょ
う
人
間
性
は
貴
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
人
間
性
を
頼
っ
た

ば
か
り
に
、
幻
滅
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
お
の
れ
を
犠
牲
と
し
、
ひ

た
す
ら
娘
の
幸
福
を
願
っ
た
、
母
親
の
心
根
を
思
う
と
、
あ
ま
り
の

川
叫
引

U
剖
叫
剖
州
剖
利
引
州
司

U
刻
。
金
の
た
め
、
心
が
腐
っ
て
、

真
実
が
踏
み
に
じ
ら
れ
た
と
分
か
っ
た
時
は
、
人
魚
の
母
親
た
ら
ず

と
も
、
私
は
、
人
間
に
対
す
る
絶
望
と
憤
り
の
念
を
禁
じ
得
な
か
っ

刈
州
司
判
。
(
向
上
鈴
江
『
〔
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
〕
を
つ
く
っ

た
小
川
未
明
|
父
小
川
未
明
|
」
ゆ
ま
に
書
房
一
八
七
頁
)
(
傍
線

堀
畑
)
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さ
ら
に
「
纂
術
の
暗
示
と
恐
怖
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

襲
術
に
含
ま
れ
た
る
童
話
的
債
値
は
人
間
の
無
反
省
と
、
心
の
荒
唐

と
か
ら
蘇
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
。
物
質
文
明
に
よ
っ
て
汚
辱
さ

れ
た
、
魂
の
面
を
梯
拭
し
て
、
永
久
に
、
不
測
の
自
然
に
封
し
て
、

何
人
も
が
最
初
に
持
つ
、
驚
異
、
敬
度
、
純
良
の
感
情
を
新
た
に
せ

し
め
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
。
(
「
小
川
未
明
小
説
全
集
6
』
講
談
社

一
九
四
五
・
一

O

二
O
O
頁
)
(
傍
線
堀
畑
)



未
明
は
、
「
人
間
に
対
す
る
絶
望
と
憤
り
の
念
」
で
「
人
間
の
無
反
省

と
、
心
の
荒
療
と
か
ら
蕗
ら
せ
る
」
た
め
に
町
を
亡
ぼ
す
の
で
あ
る
。

「
あ
ら
し
」
に
よ
っ
て
「
物
質
文
明
に
よ
っ
て
汚
辱
さ
れ
た
、
魂
の
面
を

沸
拭
」
さ
せ
、
「
驚
異
、
敬
度
、
純
真
の
感
情
」
を
新
た
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
作
品
で
は
「
改
俊
悔
悟
の
行
為
を
珠

想
」
し
た
「
崇
り
(
怨
霊
思
想
)
」
を
暗
示
さ
せ
、
「
あ
ら
し
」
を
起
こ

し
、
町
を
亡
ぼ
す
の
で
あ
る
。

物
語
の
基
本
的
性
格
の
一
つ
に
「
伝
奇
性
」
が
あ
る
。
そ
の
点
で
「
物

語
」
は
現
実
と
話
離
し
て
い
る
。
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
中
の
出
来
事

の
流
れ
、
即
ち
、
老
夫
婦
の
変
心
と
裏
切
り
、
人
々
の
無
情
、
人
魚
の
母

親
の
悲
し
み
・
怒
り
、
売
ら
れ
た
人
魚
の
あ
わ
れ
き
、
そ
れ
ら
に
対
す
る

神
の
怒
り
が
リ
ア
リ
ズ
ム
を
離
れ
一
つ
の
結
末
に
終
着
す
る
の
で
あ
る
。

作
者
未
明
は
読
者
の
心
情
を
量
り
つ
つ
、
「
あ
ら
し
」
に
よ
っ
て
町
を
亡

ぼ
す
結
末
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
「
あ
ら
し
に
よ
っ
て
町
が
亡
ぶ
」
と
い

う
解
決
方
法
は
、
「
崇
h

リ
(
怨
霊
思
想
)
」
を
信
じ
て
い
た
読
者
で
あ
る

子
供
や
庶
民
に
と
っ
て
、
理
論
や
理
屈
な
し
に
納
得
で
き
る
解
決
方
法

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
結
末
は
、
昔
話
、
説
話
に
い
く
つ
か
指

摘
で
き
る
(
注
初
)
。
「
あ
ら
し
に
よ
る
町
の
亡
び
」
の
解
釈
は
、
「
物

語
」
か
ら
は
「
伝
奇
性
」
、
「
昔
話
」
か
ら
は
「
崇
り
(
怨
霊
思
想
)
」

と
「
神
か
ら
の
罰
」
と
い
う
点
を
読
み
と
っ
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
鳥
越
氏
の
「
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
結
末
」
や
菅
氏
、

高
橋
氏
、
上
氏
等
の
「
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
」
な
結
末
と
い
う
解
釈
も
包
摂
さ

れ
る
。
ま
た
、
古
田
氏
の
「
「
あ
ら
し
』
は
、
象
徴
的
な
諸
問
題
の
解
決

に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
批
判
は
的
を
得
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
了
解
さ

れ
よ
う
。

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
物
語
性

「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
に
は
「
伝
承
説
話
」
、
当
時
の
「
漁
村
の
様

子
」
や
「
町
の
生
態
」
な
ど
が
加
え
ら
れ
た
。
中
で
も
「
伝
承
説
話
」
に

は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
二
つ
の
「
人
魚
塚
伝
説
」
以
外
に
、
「
小
さ

子
」
話
、
「
竹
取
物
語
」
、
羽
衣
伝
説
、
昔
話
な
ど
に
見
ら
れ
る
要
素
が

類
似
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
ら
が
、
未
明
の
「
赤
い
蝋
燭
と
人

魚
」
に
、
直
接
的
に
影
響
し
た
の
か
、
間
接
的
に
影
響
し
た
の
か
は
判
然

と
し
な
い
。
し
か
し
、
「
伝
承
説
話
」
と
未
明
が
言
う
時
、
日
本
の
伝
承

説
話
と
し
て
脈
々
と
流
れ
て
い
た
諸
要
素
を
一
旦
受
け
取
り
、
そ
こ
か
ら

新
た
な
創
作
的
付
加
を
未
明
が
行
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

未
明
の
創
作
的
付
加
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
人
魚
像
」
が
近
代

文
学
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
人
魚
の
娘
の
性
質
に
「
赤
い
烏
」

時
代
の
児
童
観
を
反
映
さ
せ
た
こ
と
、
子
ど
も
を
思
う
人
魚
の
母
親
に
は
、

未
明
が
理
想
と
す
る
人
間
像
を
反
映
さ
せ
た
こ
と
、
「
あ
ら
し
」
に
よ
る

町
の
亡
び
に
は
、
日
本
古
来
の
信
仰
「
怨
霊
思
想
」
が
類
推
さ
れ
る
こ
と
、

な
ど
で
あ
っ
た
。

未
明
は
「
伝
承
説
話
」
の
地
盤
の
上
に
、
「
人
魚
の
母
の
思
い
」
と

「
人
間
に
裏
切
ら
れ
た
悲
し
み
と
怒
り
」
「
人
間
の
堕
落
」
を
付
加
し
、

そ
れ
ら
を
「
詩
的
ロ
マ
ン
」
性
の
あ
る
文
章
で
描
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
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に
、
こ
の
作
品
の
価
値
を
見
い
だ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
0
年
代
、
過
去
の
作
家
の
作
品
の
再
検
討
と
い
う
形
で
「
童
話

伝
統
批
判
」
が
お
こ
る
。
そ
こ
で
最
も
批
判
が
集
中
し
た
の
が
、
小
川
未

明
の
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
あ
っ
た
。
宮
川
健
郎
氏
は
、
児
童
文
学
史

上
、
一
九
五
0
年
代
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

五
0
年
代
の
「
童
話
伝
統
批
判
」
の
な
か
で
う
ご
い
て
い
た
の
は
、

「
子
ど
も
」
へ
の
関
心
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
「
童
話
伝
統

批
判
」
を
さ
さ
え
て
い
た
問
題
意
識
は
、
以
下
の
三
つ
だ
と
考
え
ら

れ
る
。①
子
ど
も
へ
の
関
心
|
児
童
文
学
が
描
き
、
読
者
と
す
る
「
子
ど

も
」
を
、
生
き
生
き
し
た
も
の
と
し
て
つ
か
ま
え
な
お
す
。

②
散
文
性
の
獲
得
|
童
話
の
詩
的
性
格
を
克
服
す
る
。

③
変
革
の
意
志
i
社
会
変
革
に
つ
な
が
る
児
童
文
学
を
め
ざ
す
。

右
の
三
つ
は
、
た
が
い
に
、
か
ら
み
あ
い
な
が
ら
、
児
童
文
学
の

新
し
い
あ
り
方
を
実
現
し
て
い
く
。
(
「
現
代
児
童
文
学
の
語
る
も

の」

N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
一
九
九
六
・
九
七
二
頁
)

宮
川
氏
の
こ
の
指
摘
は
、
「
「
少
年
文
学
」
の
旗
の
下
に
」
(
注
泊
)
、

そ
れ
に
連
な
る
古
田
足
日
氏
や
鳥
越
信
氏
の
論
文
や
発
言
、
『
子
ど
も
と

文
学
」
(
注
犯
)
を
検
討
す
れ
ば
首
肯
で
き
る
。
そ
し
て
、
鳥
越
氏
は

「
童
話
伝
統
批
判
」
の
真
意
を
「
未
明
童
話
が
児
童
文
学
の
王
道
主
流
で

は
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
し
か
し
そ
れ
と
は
別
に
未
明
童
話
の
価

値
を
評
価
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
戦
後
の
未
明
伝
統
批
判
の
真
意
だ
っ
た
と

私
は
理
解
し
て
い
る
」
(
注
お
)
と
い
う
。

川
端
康
成
は
『
小
説
の
構
成
」
(
昭
和
十
六
年
)
で
小
説
と
物
語
の
構

成
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
。
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
〈
物
語
の

筋
組
み
は
時
間
的
継
続
の
う
ち
に
配
置
さ
れ
る
が
、
小
説
は
因
果
的
関
係

に
お
い
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
王
が
死
ん
だ
。
そ
れ
か
ら

王
妃
が
死
ん
だ
」
と
い
え
ば
物
語
だ
が
「
王
は
死
ん
だ
。
そ
の
悲
し
み
の

た
め
に
王
妃
も
死
ん
だ
」
と
い
え
ば
構
成
で
あ
る
。
小
説
の
構
成
に
も
、

も
ち
ろ
ん
時
間
の
脈
路
は
あ
る
が
、
よ
り
因
果
の
論
理
に
負
う
の
で
あ
る
。

物
語
な
ら
ば
、
聞
き
手
は
「
そ
れ
か
ら
?
」
と
尋
ね
る
で
あ
ろ
う
。
小
説

の
読
者
は
「
ど
う
し
て
?
」
と
考
え
る
。
物
語
性
と
構
成
性
と
の
根
本
的

な
差
異
は
こ
こ
に
あ
る
。
〉
(
注
鈍
)

「
童
話
伝
統
批
判
」
は
、
川
端
の
物
語
と
小
説
の
差
異
の
説
明
で
理
解

で
き
る
よ
う
に
、
児
童
文
学
の
「
物
語
」
か
ら
「
小
説
」
へ
の
宣
言
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
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四

お
わ
り
に

未
明
の
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
が
、
「
小
さ
子
」
話
、
『
竹
取
物
語
」
、

羽
衣
伝
説
、
昔
話
を
背
景
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
文
体
が
語
り

調
で
あ
る
こ
と
、
老
夫
婦
の
変
心
が
昔
話
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
こ
の
作
品
が
「
物
語
」
で
あ
る
こ
と
が
首
肯
で
き
る
。

「
童
話
伝
統
批
判
」
は
、
も
と
も
と
「
物
語
」
で
あ
っ
た
「
赤
い
蝋
燭
と



人
魚
」
に
小
説
性
を
求
め
た
点
が
誤
り
で
あ
っ
た
。
鳥
越
氏
が
主
張
す
る

「
未
明
童
話
の
評
価
」
は
、
小
説
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
「
物
語
」
の

視
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「
童
話
伝
統
批
判
」
の
め
ざ
し
た
も
の
は
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
で
あ
っ
た
。

(
注
お
)
そ
れ
が
提
示
さ
れ
た
作
品
と
し
て
は
、
有
島
武
郎
の
「
一
房
の

葡
萄
」
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
侠
ち
た
い
。

〈注〉

住

1

上
生
一
郎
『
未
明
童
話
の
本
質
』
勤
草
書
.
回
一
九
六
六
・
八

柁

2

背
忠
道
『
日
本
の
児
武
文
学
1

総
論
(
噌
補
改
訂
版
)
』
大
月
在
宿
一
九
七

二
・
四

杭

3

上
生
一
郎
『
未
明
童
話
の
本
質
』
勤
草
書
房
一
九
六
六
・
八

〈
潟
町
雁
子
一
棋
の
人
魚
伝
説
v

国
府
町
が
に
ぎ
や
か
な
漁
師
町
だ
っ
た
こ
ろ
、
魚
と
り
が
上
手
な
男
が
い
た
。
あ

る
年
の
秋
、
月
の
な
い
晩
に
、
一
人
の
女
が
男
の
家
へ
や
っ
て
き
た
。
女
は
男
に

潮
の
底
の
世
界
や
、
網
に
か
け
ら
れ
た
親
子
の
魚
た
ち
の
話
を
語
っ
た
。
そ
の
話

を
聞
い
て
、
男
は
気
が
ふ
さ
ぎ
、
漁
に
出
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
夜
ご
と
女

は
男
の
家
へ
や
っ
て
き
た
。
そ
の
女
が
来
は
じ
め
て
か
ら
、
浜
に
は
魚
が
一
匹
も

あ
が
ら
な
く
な
っ
た
。
男
は
、
日
毎
に
や
せ
細
り
、
枯
れ
木
の
よ
う
に
な
っ
た
自

分
の
手
足
を
見
て
、
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。
あ
る
晩
、
男
は
女
に
ど
こ
か
ら
来
る
の

か
尋
ね
る
。
女
は
、
山
の
お
諏
訪
さ
ま
に
と
も
る
み
あ
か
し
を
頼
り
に
、
小
舟
で

佐
渡
か
ら
く
る
と
答
え
た
。
男
は
、
恐
ろ
し
く
な
り
、
あ
る
夕
暮
れ
、
お
諏
訪
さ

ま
の
み
あ
か
し
を
消
し
た
。
そ
の
後
、
嵐
が
お
き
る
。
翌
日
、
師
の
は
ず
れ
の
岩

の
上
に
、
人
魚
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
男
は
、
自
分
の
家
で
漁
の
網
に
絡
ま

れ
て
死
ん
で
い
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
国
府
の
浜
に
は
魚
が
寄
り
つ
か
ず
、

町
は
荒
れ
果
て
た
。
風
雨
の
ひ
ど
い
晩
は
、
人
魚
塚
に
は
赤
い
灯
火
が
燃
え
た
り

消
え
た
り
す
る
。

上
氏
は
人
魚
伝
説
と
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
共
通
点
を
七
点
指
摘
す
る
。

①
人
魚
の
臨
と
長
い
髪
の
表
現

②
人
魚
の
女
に
対
す
る
人
間
の
背
信
・
裏
切
り

③
山
の
上
の
神
社
に
夜
ご
と
と
も
る
御
神
灯

④
大
き
さ
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
暗
い
海
を
行
く
船
が
あ
る

⑤
涛
を
逆
立
て
て
吹
き
荒
れ
る
大
嵐

⑥
嵐
の
後
に
町
が
さ
び
れ
て
し
ま
う

⑦
人
魚
の
死
後
そ
の
塚
の
回
り
に
燃
え
た
り
、
消
え
た
り
す
る
赤
い
灯
火

技

4

小
山
直
嗣
『
続
越
佐
の
伝
説
』
野
島
出
版
一
九
七
二
(
本
が
手
に
入
ら
な
い
た

め
に
大
森
部
之
助
「
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』
非
再
話
説
一
斑
」
『
日
本
文
学
論

究
』
第
三
五
冊
よ
り
の
孫
引
き
で
あ
る
。
)

〈
中
頭
域
郡
大
潟
町
の
人
魚
塚
伝
説
〉

昔
、
明
神
様
の
常
夜
灯
を
目
標
に
海
を
漕
ぎ
渡
っ
て
来
て
逢
い
引
き
を
続
け
て
い

た
女
が
あ
る
夜
、
恋
の
行
く
末
を
恐
れ
た
相
手
に
灯
を
消
さ
れ
、
方
向
を
失
っ
て

覆
り
沈
ん
だ
。
女
の
死
顔
は
黒
髪
を
散
ら
し
て
き
な
が
ら
「
人
魚
の
よ
う
」
で

あ
っ
た
。

小
山
氏
は
、
こ
の
話
が
漉
曲
「
佐
渡
情
話
」
の
原
型
で
あ
り
、
小
川
未
明
「
赤

い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
っ
た
と
い
う
。

大
森
郁
之
助
「
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』
非
再
話
説
一
斑
」
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注
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『
日
本
文
学
論
究
』



第
三
五
冊

大
綴
氏
は
、
小
山
氏
の
主
張
に
対
し
、
中
頚
域
郡
大
潟
町
の
人
魚
塚
伝
説
と
「
赤

い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
共
通
点
を
二
点
指
摘
し
、
反
論
す
る
。

①
人
魚
或
い
は
人
魚
の
よ
う
な
亡
骸
を
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
女
が
主
人
公
で
あ
る

と

②
社
前
の
灯
明
が
舟
の
遭
難
の
因
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
①
に
つ
い
て
は
「
人
魚
の
イ
メ
ー
ジ
が
民
間
の
伝
承
の
内
部
に
育
っ

て
き
た
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
」
「
近
代
文
芸
か
ら
の
挿
し
木
」
で
あ
る

と
考
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
未
明
に
と
っ
て
特
に
注
意
を
は
ら
う
い
わ
れ
も
無

い
亜
流
で
あ
る
ゆ
え
に
か
え
っ
て
無
縁
だ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
」
。

②
に
つ
い
て
は
、
伝
説
で
灯
を
消
す
の
は
男
の
不
実
だ
が
、
未
明
童
話
で
は
人
間

の
欲
望
に
誕
切
ら
れ
た
人
魚
の
怨
み
で
あ
る
。

技

6

熊
本
大
学
文
学
部
森
正
人
氏
の
講
義
「
日
本
文
学
概
論
」
を
拝
聴
し
て

住
7

鈴
木
.
雄
「
物
語
文
学
の
形
成
」
『
日
本
古
典
文
学
金
集
」
小
学
館

作
8

柳
田
岡
児
の
説
で
あ
る
。
仰
山
氏
は
、
説
話
に
は
同
定
的
な
伝
承
部
分
と
白
山

な
変
化
部
分
が
あ
る
と
い
う
原
則
的
な
確
認
か
ら
、
語
り
手
の
創
立
が
発
抑
さ
れ

る
の
は
、
訴
の
白
山

K
域
に
お
い
て
で
あ
る
と
し
、
『
竹
取
物
一
品
』
で
は
求
姉
難

題
説
話
部
分
と
す
る
。
後
に
、
中
凶
問
川
村
の
「
竹
姫
」
の
持
活
が
、
「
竹
取
物

一
品
』
の
求
婚
難
題
説
得
附
と
一
致
す
る
も
の
と
し
て
柁
目
さ
れ
た
が
、
伝
掃
の
経
過

が
不
明
で
あ
る
た
め
、
こ
の
昔
話
が
『
竹
取
物
語
』
の
原
拠
と
決
め
ら
れ
て
は
い

h
h

、.。
。h
・・uv

11: il: 
10 9 

野
口
・
応
大
『
新
潮
日
本
占
典
集
成

向
織
が
「
前
期
物
語
の
活
現
」

竹
取
物
語
』

4

九
九
問
・
五

『
日
本
文
学
」
」
九
八
六
・
托

t主 I主
12 11 

住
9
な
ら
び
に
掛
内
秀
晃
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
口
』
参
照
。

大
森
郁
之
助
「
亦
い
蝋
燭
と
人
魚
」
非
再
話
説
一
斑
『
日
本
文
学
論
究
』
第
三

五
冊
(
岡
事
院
大
学
国
語
国
文
学
会
)
参
照
。
尚
、
日
本
の
中
世
の
人
魚
の
図
と

し
て
、
『
家
忠
日
記
』
(
続
史
科
大
成
臨
川
存
山
地
)
天
正
九
年
四
月
の
余
白
に

次
の
よ
う
な
文
と
図
三
六
が
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
人
魚
の
概
念
は
図
の
よ
う
に

頗
と
手
は
人
間
に
似
て
い
て
、
首
か
ら
下
は
魚
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

J'¥h， 
C3蕊主主B
，ー之L. ~\ 

〈
本
文
〉
(
一
部
字
体
を
現
行
の
も
の
に
変
え
た
)

正
月
二
十
日
ニ
か
ん
で
ん
ち
へ
あ
か
り
候
、

安
土
ニ
而
食
人
を
/
く
い
候
、
聾
ハ
と
の

こ
ほ
し
と
鳴
候
、
せ
い
ハ
六
尺
二
分
、
/

名

ハ

人

魚

云

、

断

花
日
小
川
未
明
「
母
性
の
神
秘
」
『
定
本
小
川
未
明
小
説
全
集
6
」
講
談
社
」
九
七

九
-
一

O

住
M

日
本
の
怨
宮
思
想
の
影
腎
に
つ
い
て
は
、
鼻
正
人
氏
(
熊
本
大
学
}
の
御
教•. 
小

に
よ
る
。

住
日
森
正
人
氏
(
熊
本
大
学
)
、
安
倍
嘉
子
氏
(
尚
制
大
学
)
の
御
教•. 
小
に
よ
る
。

住
日
佐
竹
附
広
『
民
訴
の
思
想
』
(
中
公
文
附
4

九
九

0
・
一
二
)
に
よ
る
と
、
仔

品
の
正
山
爺
さ
ん
は
静
の
塊
想
像
で
「
ま
た
う
ど
」
と
呼
ば
れ
る
。
性
栴
は
温
和

で
、
正
瓜
で
、
弱
い
。
そ
し
て
「
そ
の
ば
か
み
た
い
な
美
徳
に
よ
っ
て
現
世
に
や

い
を
受
け
、
一
期
め
で
た
く
栄
え
る
の
で
あ
る
」
と
佐
竹
氏
は
い
う
。

山
口
『
子
ど
も
と
文
学
』
禍
苛
館
一
九
九
六
・
丘
(
初
出
一
九
六
O
)

住
日
古
川
起
日
「
近
代
京
品
の
崩
壊
」
『
現
代
児
宿
文
学
論
』
く
ろ
し
お
出
版
.
九
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八
二
・
五
(
初
出
『
小
さ
い
仲
間
』
一
九
五
四
・
一
二
)

住
四
背
忠
道
氏
は
、
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
を
児
島
爪
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
論
じ

て
い
る
。
不
幸
な
母
親
が
わ
が
子
の
幸
福
の
た
め
に
と
思
っ
て
す
る
拾
子
、
手
工

業
に
お
け
る
過
酷
な
少
年
労
働
、
入
植
を
無
視
し
た
人
身
光
買
な
ど
が
、
作
品
に

反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
の
根
底
に
は
子
供
の
人
権
を
認
め
な
い

封
建
的
な
児
前
観
が
あ
る
と
い
う
。

住
却
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
は
一
九
一
一
一
年
二
月
一
六
日
か
ら
二

O
日
ま
で
「
東
京

朝
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
社
会
背
景
を
み
る
と
、
一
九
二

O
年
頃
は
、
戦
争

に
よ
る
好
既
気
の
反
動
と
し
て
恐
慌
と
な
り
、
倒
産
が
相
次
ぎ
、
国
民
生
活
は
苦

し
く
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
一
九
一

O
年
の
大
逆
事
件
以
後
沈
潜
し
て
い

た
労
働
農
民
迎
動
は
再
び
激
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二

O
年
に
は
日
本

で
初
め
て
の
メ
ー
デ
ー
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
中
、
未
明
は
一

九
一
九
年
三
月
に
機
関
紙
『
黒
煙
』
を
発
行
し
た
。
『
黒
煙
』
は
労
働
者
文
学
と

し
て
の
要
点
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
、
弾
圧
の
対
象
と
な
り
、
翌
年
-
一
月
で
廃
刊

と
な
る
。
一
九
一
九
年
七
月
、
著
作
家
組
合
に
入
り
、
堺
利
彦
、
長
谷
川
如
是
問
、

府
尚
武
郎
な
ど
と
親
交
を
深
め
る
。
そ
こ
で
「
思
想
と
は
ど
う
ゅ
う
も
の
で
あ
る

か
知
っ
た
」
(
『
文
盛
春
秋
』
一
九
五
一
・
二
)
と
言
っ
て
い
る
。
一
九
二

O
年

一
月
、
未
明
一
家
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
か
か
る
。
未
明
は
肺
炎
を
併
発
し
危
険
な

状
態
と
な
る
。
病
気
に
よ
る
出
費
で
生
活
が
苦
し
く
な
る
。
こ
の
状
態
を
見
て
、

加
能
作
次
郎
、
広
涼
和
郎
ら
文
壇
の
作
家
十
六
名
が
、
新
潮
社
か
ら
『
十
六
人

集
』
を
出
版
し
て
印
税
を
未
明
に
贈
っ
た
。
同
十
二
月
、
「
日
本
社
会
主
義
同

盟
」
が
設
立
さ
れ
た
。
未
明
は
大
杉
栄
ら
と
と
む
に
そ
の
発
起
人
と
な
っ
た
。
し

か
し
国
家
権
力
に
よ
る
弾
圧
で
、
一
九
一
一
一
年
五
月
解
散
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な

時
期
に
「
赤
い
蝋
蝿
と
人
魚
」
は
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

注
幻
菅
忠
道
『
日
本
の
児
童
文
学
』
大
月
古
臨
一
九
五
六
・
凹

住
幻
高
崎
美
代
子
『
小
川
未
明
童
話
論
』
新
評
論
一
九
七
五
・
一

O

住
幻
鳥
脇
信
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
お
児
童
文
学
』
角
川
詐
庖
一
九
八
二
・
七

一
三
頁一

八
八
頁

再.... ，、

頁

t主
24 

上
笠
一
郎
『
未
明
童
話
の
本
質
』
勤
草
書
一
回
一
九
八
二
・
八

一
五
四
・
一
五

五
頁

注
お
未
明
は
「
母
性
の
神
都
」
(
『
定
本
小
川
未
明
金
集
6
』
講
談
社
一
九
七
九
・

一
O
)
に
お
い
て
、
「
科
撃
の
み
で
解
決
の
で
き
な
い
も
の
が
人
間
性
の
中
に
存

し
て
ゐ
る
。
母
性
の
神
都
と
い
ふ
こ
と
も
私
に
は
そ
の
一
っ
と
思
は
れ
る
」
と
し
、

子
供
を
「
至
純
の
愛
と
犠
牲
的
制
神
を
以
て
教
育
す
る
母
性
愛
の
み
が
、
よ
り
よ

き
人
生
を
作
り
、
よ
り
正
し
い
社
舎
を
造
る
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。

往
路
山
折
哲
雄
「
た
た
り
」
『
平
凡
社
大
百
科
事
典
9
』
一
九
八
五

注
訂
『
哲
学
大
辞
典
』
第
二
加
大
日
本
百
科
辞
典
編
輯
所
編
纂

住
犯
詑
初
参
照
。
山
折
氏
は
、
戦
争
の
犠
牲
者
を
ま
つ
っ
た
靖
国
神
社
、
ま
た
現
在

の
不
幸
や
病
気
原
因
を
先
祖
の
霊
の
県
り
と
す
る
新
興
宗
教
な
ど
が
あ
る
と
指
摘

す
る
。

-60一
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山
折
哲
雄
編
『
日
本
の
神

ω」
(
平
凡
社
一
九
九
五
・
五
)
に
よ
る
と
、
日
本

v
a今

の
神
の
特
色
の
一
つ
に
「
神
の
想
着
性
」
が
あ
る
。
神
が
「
目
に
も
と
ま
ら
ぬ
速

さ
で
空
間
を
飛
ん
で
、
特
定
の
場
所
や
事
物
、
ま
た
は
人
間
に
想
着
す
る
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
で
は
人
魚
の
母
親
に
、
神
が
想
着
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

注
30 

大
分
昔
話
「
瓜
生
島
」
の
結
末
は
島
が
沈
む
。

『
今
昔
物
詩
集
巻
第
十
第
三
十



六
』
で
は
、
山
が
崩
れ
て
梅
と
な
る
。

住
泊
「
復
興
樹
の
思
想
と
文
学
』
日
本
児
武
文
学
別
冊
{
初
出
『
・
少
年
文
学
』
四
早

大
抵
話
会
一
九
五
三
)

北
担
『
子
ど
も
と
文
学
』
楠
昔
館
一
九
九
六
・
五
{
初
出
一
九
六
O
)

住
羽
鳥
越
信
『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
部
児
斑
文
学
』
角
川
詐
出
-
九
八
二
・
七

注
白
川
端
康
成
『
小
説
の
構
成
』
は
、
本
が
手
に
入
ら
な
い
た
め
に
、
鈴
木
一
雄

「
物
語
文
学
の
形
成
」
『
日
本
古
典
文
学
金
集
』
小
学
館
よ
り
の
孫
引
き
で
あ
る
。

野
上
暁
『
日
本
児
童
文
学
の
現
代
へ
」
パ
ロ
ル
舎
一
九
九
人
・
九

i主
35 作

品
「
お
い
蝋
燭
と
人
魚
」
の
引
用
は
名
著
棋
刻
全
集
近
代
文
学
館

『
必
い
蝋
燭
と
人
魚
』
(
一
九
六
九
・
問
}
に
よ
る
。
(
大
学
院
第
二
十
五
回
修
了
)

小
川
未
明
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